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研究成果の概要（和文）：研究の目的は二つあり、筆者考案のイーピクトグラムと言う英文法習得の手法の原理を世界
規模で広げることと、各国で英語教師がこの手法を活用することにある。この手法の画期点な点として、品詞が図解さ
れていることにある。基本概念はより複雑な構文にも適応され、関係代名詞、受動態などが挙げられる。初期の段階で
は、副詞、前置詞などのその機能を表したアイコンとともに、基本５文型が用いられる。
それゆえ、この図的な解説により、学習者は英語の文法と構文の概念を理解することができる。それが、言葉による解
説が極力省かれ、楽しくできることが特徴である。

研究成果の概要（英文）：Aims of this study are to spread the rationale of new methodology of teaching Engl
ish grammar called EPictGramm all over the world and to make this applied to classrooms by English teacher
s in each country. EPictGramm is innovative in that the function of parts of speech is presented by diagra
mmatic illustrations. The primitive ideas enables us to enhance our adaptabilities to more complicated sen
tences in which relative pronoun, passive voice or other sophisticated items are comprised of.
EPictGramm starts with explanation of illustrated vehicles relevant to the five basic sentence patterns, a
long with icons standing for some parts of speech such as the adverb, preposition and so on. More enhanced
 areas of this theory addresses the gerund, the passive voice, and the relative pronoun. Therefore, diagra
mmatic illustrations help learners to comprehend the concept of grammar and the structure of English with 
a lot of fun by minimizing verbal explanations. 
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１．研究開始当初の背景
 英語基本５文型は高校の文法授業では必須の取

得事項である。

ての文法項目を網羅していない現状、本格的な活

用がなされていない。そこで基本５文型の他にい

かなる構文を提示すべきか提案する。
２．研究の目的
  学生の興味を喚起し理解を支援
として、基本５文型や文法機能を視覚的なアイコ

ンで表し、文法概念の構築を目指すもので、

により楽しい文法授業

る。 
３．研究の方法
 基本５文型を文の要素とともにそれぞれ図１

ように表す

 車体のフロントにある数字が文型の番号に対応

する。運転席には主語

乗る。第２文型は

係にあるとの説明が一般的なので、シーソで

と表す。また、第５文型では

ソとしている。

 ここまでのルールとして、名詞は必ず車体（文

型）の運転席か荷台に置かれなくてはならない。

また、どの車体

て、見えない（描いていない）地面上にタイヤを

もっている点にある。

 
 

  

   
図１

 
2. 前置詞に関連
 
 車体（文型）以外でタイヤを持つ品詞として
置詞がある

 

  これに
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This is the book which has 100 pages
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４．研究成果
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どれほど伝わっているか、そのための「授業準備

と進行」がどの程度望ましくなされているか、そ
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べる。
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い」については、

学生には、教師側の理解させたい思いが伝わって

いると見なすこと

進行」が

れがどの程度の授業の分りやすさにつながってい

るかという点では、

最終的に理解度がどうであったかについては、

〜3.1

によって文法が理解できなかったことを意思表示

していることとなる。
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べる。評価点としては、望ましい方に

が与えられる。概ね良好を３点とみなし、以上の
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校で半期ごとに実施されている授業評価ア

ンケートの結果を考察する。数々の

教師側の「しっかり理解させたい」という思いが

どれほど伝わっているか、そのための「授業準備

と進行」がどの程度望ましくなされているか、そ

して、授業の「分りやすさ」がどの程度であり、

「理解度」がどうであったかについて述

評価点としては、望ましい方に

概ね良好を３点とみなし、以上の

ついての評価（H23 年後期

年生５クラスについてまず「しっかり理解させた

い」については、3.1〜3.4 の評価で、

学生には、教師側の理解させたい思いが伝わって

いると見なすことができる。これは、「授業準備と

3.6と高いことに裏打ちされる。そ

れがどの程度の授業の分りやすさにつながってい

るかという点では、2.9〜3.3と評価がやや落ちる。

最終的に理解度がどうであったかについては、

となる。つまり、２割程度の学生

によって文法が理解できなかったことを意思表示

していることとなる。また、自由記述での

関係代名詞の構造（３種類） 

  

校で半期ごとに実施されている授業評価ア

数々の質問項目

教師側の「しっかり理解させたい」という思いが

どれほど伝わっているか、そのための「授業準備

と進行」がどの程度望ましくなされているか、そ

がどの程度であり、

がどうであったかについて述

評価点としては、望ましい方に最高

概ね良好を３点とみなし、以上の

年後期）をみると、１

まず「しっかり理解させた

の評価で、9割

学生には、教師側の理解させたい思いが伝わって

ができる。これは、「授業準備と

と高いことに裏打ちされる。そ

れがどの程度の授業の分りやすさにつながってい

と評価がやや落ちる。

最終的に理解度がどうであったかについては、

２割程度の学生がエトキ

によって文法が理解できなかったことを意思表示

自由記述での

 

 

校で半期ごとに実施されている授業評価ア

質問項目の中、

教師側の「しっかり理解させたい」という思いが

どれほど伝わっているか、そのための「授業準備
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がどうであったかについて述

最高点の４
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をみると、１

まず「しっかり理解させた

割以上の

学生には、教師側の理解させたい思いが伝わって

ができる。これは、「授業準備と

と高いことに裏打ちされる。そ

れがどの程度の授業の分りやすさにつながってい

と評価がやや落ちる。

最終的に理解度がどうであったかについては、2.8

がエトキ

によって文法が理解できなかったことを意思表示

自由記述での肯定的
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評価として、「楽しく受けることができた」、「エト

キに慣れると日常会話でとても役に立つ」、「わか

りやすく面白い」など、また否定的な意見として、

「エトキは私には合わない」、「個人的にはエトキ

は要らない」などであった。 

 エトキは教授法がユニークであるが故に好き嫌

いもはっきりするようなので、そのような学生へ

のケアは今後考えるべき重要な課題である。 

統計的な検定による考察ではないが、成績のよ

いクラスの授業評価もよいという正の相関があり、

さらに興味深い傾向として、入学当初、建築系の

学科の英語の学力が他の学科よりも振るわない傾

向にあったが、１年終了時の定期試験の結果では、

その差がかなり減少していた。これは、ビジュア

ル的な感覚が他のクラスより優れている建築学科

の学生には、エトキをより興味深く受け入れてく

れたものと希望的に推察するものである。 
さて、エトキはかつて一般書として出版したが、

このたび絶版となり、訂正を補った改訂版を現在

web 上で公開している。また、授業とは別に地域

での公開講座で集中講義として社会人向けに実施

した。また、２時間の番組としてまとめ、動画に

よる解説を加えながら、地域のケーブルテレビの

ネットワークにて放映した。その番組をDVD とし

て学生に配布している。現在この番組は民間の動

画サイトでも公開されている。 
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